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A.M. 9:00 ～P.M.5:00 土・日曜・祝祭日休局 

 
会長／ 田中 久雄    副会長／ 原 孝士 

幹事／ 飯塚 大幸    会計／ 黒田 昌弘 

■■■例会プログラム 

例会 卓話者 演題 

1 月 17 日 
古代出雲歴史博物館 

品川 知彦 様 
「出雲の神在祭」 

1 月 24 日 
出雲警察署 署長 

岡 良治 様 
「つくろう 安全・安心なまち」 

1 月 31 日 
平田高校 校長 

  清水 和則 様 
「卓球と私」 

■■■出席報告 

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 
前回 

補正率 

47 38  9 (3) 86.36 % － 

 

■■■欠席者 

持田／園／田中祥貴／堀江／園山／三代 

 （土江、伊藤、石原恵行） 

■■■MU 

  なし 

******************************************************* 

■■■次回例会受付当番 

（1 月31日） 玉木和夫／飯塚詔夫／石原輝男 

 

■■■近隣クラブ例会情報 （メークアップを考えましょう） 

                           赤文字 例会変更 

月 松江南クラブ 1/28 水 大社クラブ  

月 出雲中央クラブ  木 松江東クラブ 1/31 

火 松江しんじ湖 1/29 金 出雲南クラブ 1/18 

火 出雲クラブ    

水 松江クラブ   （第 1・3 水） 平田RAC 

 

■■■会長挨拶■■■ 

－ 正月ととんど － 

 13 年前の今日は、神戸淡路大震災で 6434 人の未曾有の犠牲者を

出した日であります。ご冥福を祈りたい。 

1 月 15 日は小（こ）正月と云って正月多忙だった女性が主人から年賀を

許される事から昔の人はおんな正月とも云った。さて正月飾りをゴミ箱に

捨てるわけにもいかず、聖なる火で焼き正月にお迎えした神々を送る行

事をトンドと云う。全国的に14日又は15日だ。都会はどうか知らぬが出

雲地方で見るトンドの風習は心和むものがある。幼少の頃、親からトン

ドで餅を焼いて食べるとこの年は病気にならぬと教わり糸金で縛って火に

入れた。正月に飾る門松の縁起は諸説粉粉だが、松は歳神さんが松を

伝って幸福をもたらす。竹は成長促進。梅は病気を防ぐ。ゆづり葉はス

ムーズな世代交代。うらじろはモノムキとも呼び常緑シダで左右対称を成

し裏側が白く共白髪と夫婦和合。まんりょうは実が沢山なり子孫繁栄。 

正月行事を締めくくるトンドは季節感もさる事ながらすばらしい日本の民

俗的風習である。 

■■■幹事報告■■■ 

１．ＩＭ の出欠表をお回ししておりますのでご記入下さい。 

特に入会５年未満の方は、是非ともご参加下さい。 

２．２００９－２０１０年度ロータリー財団国際親善奨学生の募集について 

☆ １学年度国際親善奨学生   若干名 

☆ 文化研修のための奨学生    若干名 

         申請希望者がありましたら事務局まで 

（クラブが申請書を受理する最終期日 ３／３１） 

 

■■■スマイル■■■ 

田中久  古代出雲歴史博物館学芸員 品川様を卓話に迎えて。 

飯塚大  品川様、本日ご講話よろしくお願い申し上げます。 

佐々木 薬害肝炎被害者救済法が成立、施行されました。 

外科医の一人として、手術などをきっかけに不幸にして肝炎

を発症した方の救済が進んでいくことを期待しています。 

高砂   福田様の入会をお祝いします。 

石原輝  久しぶりにＳＡＡ（大島会員）の前に座って。 

黙って逃げられなくなって。 

大島卓  ＳＡＡがタスキを忘れていましたので罰としてスマイルをします。 

木佐   都合により早退します。 

 

 

■■■スピーチ■■■ 

 

「出雲の神在祭」 

古代出雲歴史博物館  品川 知彦 様  

 

 神在祭は、出雲大社や佐太神社を含めて９神社で行われています。

「なぜ神々が出雲に集うのか」に関しては諸説ありますが、同じ祭りであっ

ても時代時代によって祭りの意味合いは変わってくるようです。 

 


